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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 12,709 ― 1,052 ― 1,068 ― 578 ―
20年3月期第3四半期 11,856 15.4 973 20.8 993 20.5 583 17.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 115.52 ―
20年3月期第3四半期 113.94 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 6,996 5,409 77.0 1,100.42
20年3月期 8,217 5,730 69.5 1,114.95

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  5,386百万円 20年3月期  5,708百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 45.00 45.00
21年3月期 ― 0.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 45.00 45.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,600 10.7 2,095 6.1 2,113 5.7 1,170 3.0 234.88

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注)詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

＊業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としておりま
す。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項につき
ましては、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」 （企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」 （企業会計基準適用指針
第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  5,385,600株 20年3月期  5,385,600株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  490,984株 20年3月期  265,430株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  5,007,357株 20年3月期第3四半期  5,120,308株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、サブプライムローンに端を発した世界的金融不安が深刻

化したことにより重大な影響を受け、輸出の鈍化、さらに円高による企業収益の悪化などにより景気の減速傾

向が一段と顕著となりました。 

 当社の主要顧客であります流通業界は、業態を超えた競争の激化等により、依然厳しい経営環境が続いてお

ります。 

 このような状況の中、当社は顧客のローコストオペレーションを側面からサポートするために、棚卸サービ

ス事業においては、積極的な顧客開拓を図ると共に、競合他社との差別化を図るため、特に棚卸精度の向上に

注力してまいりました。また、レジ派遣および集中補充をはじめとするリテイルサポートサービスの拡大にも

注力し、顧客のニーズに対応してまいりました。 

 なお、当社グループの売上高の特徴として、国内実地棚卸サービス事業の閑散期である第１四半期連結会計

期間および第３四半期連結会計期間の売上高は少なく、国内の主要な顧客である流通業界の決算が集中する第

２四半期連結会計期間および第４四半期連結会計期間は繁忙期となり売上高が多くなる傾向があります。 

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①実地棚卸サービス事業 

 実地棚卸サービス事業の業績は、国内実地棚卸サービス事業において、その他の業態に属する既存顧客の受

注増などにより、売上高は11,444百万円、営業利益は1,005百万円となりました。 

 実地棚卸サービス事業の内訳は下記のとおりです。 

［国内棚卸受託収入］ 

 国内棚卸受託収入の売上高は10,938百万円となりました。業態別の内訳は下記のとおりです。 

 （コンビニエンスストア） 

  既存顧客の受注増により、売上高は2,551百万円となりました。 

 （スーパーマーケット） 

  既存顧客の受注増により、売上高は1,468百万円となりました。 

 （ホームセンター・ドラッグストア・ディスカウントストア） 

  新規顧客の獲得および既存顧客の受注増により、売上高は2,085百万円となりました。 

 （書店）  

  売上高は653百万円となりました。 

 （Ｇ．Ｍ．Ｓ．）（注） 

  既存顧客の受注増により、売上高は1,540百万円となりました。 

 （その他）  

  新規顧客の獲得および既存顧客の受注増により、売上高は2,639百万円となりました。 

 

［ロイヤリテイ収入］ 

 ロイヤリテイ収入は88百万円となりました。 

 

［その他の流通業周辺サービス］ 

 その他の流通業周辺サービスの売上高は73百万円となりました。 

 

［海外棚卸受託収入（エイジス韓国）］ 

 海外棚卸受託収入の売上高は大手新規顧客の獲得により、344百万円となりました。 

 

（注）Ｇ．Ｍ．Ｓ．（General Merchandise Store） 

   大衆実用品のうち、新機能開発品主力の総合店。いわゆる日本型大型総合スーパーであります。 

 

②人材派遣事業 

 人材派遣事業の業績は、流通業の大手顧客の獲得により、売上高は1,265百万円、営業利益は38百万円とな

りました。 

 この結果、第３四半期連結累計期間売上高は12,709百万円、営業利益は1,052百万円、経常利益は1,068百万

円、四半期純利益は578百万円となりました。 
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２．連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は6,996百万円（前連結会計年度末比1,220百万円の減少）となり

ました。これは、主として自己株式の取得等により現金及び預金が減少したことによるものです。 

 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は5,409百万円（前連結会計年度末比320百万円の減少）となりま

した。これは、主として自己株式の取得及び配当金の支払いによるものです。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュフローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、2,388百万円となりました。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、840百万円の増加となりました。 

その主な内訳は、収入要因として税金等調整前四半期純利益が1,016百万円、減少要因として法人税等の支払

額896百万円であります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、367百万円の減少となりました。これは、主として棚卸機器等の有

形固定資産の取得及びソフトウェア等の無形固定資産の取得による支出であります。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、841百万円の減少となりました。これは、主として自己株式の取得

及び配当金の支払いによるものであります。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間の業績経過は概ね計画通りの推移となっておりますので、現時点での通期の業績

予想につきましては、平成20年5月12日に発表いたしました「平成20年3月期決算短信」に記載の業績予想と変

更はございません。 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 一般債権の貸倒見積高の算定方法については、当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計

年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して

貸倒見積高を算定しております。 

 税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法人

税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企

業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年

３月14日 企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い

四半期連結財務諸表を作成しております。 
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５ 四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,392,026 2,783,869

受取手形及び売掛金 1,326,824 2,351,359

貯蔵品 84,262 52,905

その他 338,557 301,593

貸倒引当金 △1,422 △2,369

流動資産合計 4,140,248 5,487,358

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,193,012 1,151,772

その他（純額） 533,636 451,091

有形固定資産合計 1,726,648 1,602,864

無形固定資産 408,230 335,244

投資その他の資産   

その他 736,837 800,065

貸倒引当金 △15,842 △8,456

投資その他の資産合計 720,994 791,608

固定資産合計 2,855,874 2,729,717

資産合計 6,996,122 8,217,076

負債の部   

流動負債   

短期借入金 66,527 60,000

未払金 923,036 1,084,248

未払法人税等 16,206 496,168

賞与引当金 146,774 267,571

役員賞与引当金 56,271 69,915

その他 271,146 395,302

流動負債合計 1,479,962 2,373,205

固定負債   

退職給付引当金 21,885 29,451

その他 84,385 84,385

固定負債合計 106,270 113,836

負債合計 1,586,233 2,487,041

株式会社エイジス (４６５９) 平成21年３月期　第３四半期決算短信
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 475,000 475,000

資本剰余金 489,665 489,665

利益剰余金 5,718,090 5,370,069

自己株式 △1,223,021 △602,755

株主資本合計 5,459,734 5,731,979

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △36,266 △18,489

為替換算調整勘定 △37,344 △4,772

評価・換算差額等合計 △73,611 △23,261

少数株主持分 23,766 21,317

純資産合計 5,409,888 5,730,034

負債純資産合計 6,996,122 8,217,076

株式会社エイジス (４６５９) 平成21年３月期　第３四半期決算短信
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(2)四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 12,709,709

売上原価 9,654,602

売上総利益 3,055,107

販売費及び一般管理費 2,002,791

営業利益 1,052,315

営業外収益  

受取利息 3,620

受取配当金 6,052

受取賃貸料 14,301

その他 12,689

営業外収益合計 36,664

営業外費用  

支払利息 837

貸倒引当金繰入額 5,320

賃貸費用 10,775

その他 3,855

営業外費用合計 20,789

経常利益 1,068,190

特別損失  

固定資産除却損 1,068

投資有価証券評価損 50,284

特別損失合計 51,353

税金等調整前四半期純利益 1,016,837

法人税等 435,959

少数株主利益 2,449

四半期純利益 578,428

株式会社エイジス (４６５９) 平成21年３月期　第３四半期決算短信
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,016,837

減価償却費 208,270

賞与引当金の増減額（△は減少） △120,536

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13,643

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,511

受取利息及び受取配当金 △9,673

支払利息 837

投資有価証券評価損益（△は益） 50,284

売上債権の増減額（△は増加） 993,031

未払金の増減額（△は減少） △179,447

未払消費税等の増減額（△は減少） △74,260

その他 △149,661

小計 1,728,549

利息及び配当金の受取額 8,912

利息の支払額 △755

法人税等の支払額 △896,399

営業活動によるキャッシュ・フロー 840,306

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △243,155

有形固定資産の売却による収入 13,522

無形固定資産の取得による支出 △142,415

差入保証金の差入による支出 △24,649

差入保証金の回収による収入 25,919

その他 3,396

投資活動によるキャッシュ・フロー △367,381

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 9,344

自己株式の取得による支出 △620,266

配当金の支払額 △230,106

財務活動によるキャッシュ・フロー △841,028

現金及び現金同等物に係る換算差額 △21,511

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △389,615

現金及び現金同等物の期首残高 2,777,659

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,388,044

株式会社エイジス (４６５９) 平成21年３月期　第３四半期決算短信
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、

「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 

実地棚卸サービス
事業(千円) 

 
人材派遣事業 

(千円) 

計 

(千円) 

消去又は全社 

(千円) 

連結 

(千円) 

売上高   

(1)外部顧客に対する
売上高 

11,444,460  1,265,248 12,709,709 －  12,709,709 

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

－  3,193 3,193 （3,193） － 

計 11,444,460  1,268,442 12,712,902 （3,193） 12,709,709 

営業利益 1,005,869  38,417 1,044,287 8,028  1,052,315 

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

(1) 実地棚卸サービス事業 

       金額棚卸サービス、単品棚卸サービス、資産棚卸プログラム、その他の流通業周辺サービス 

(2) 人材派遣事業 

   人材派遣サービス 

 

【所在地別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメン

ト情報の記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 
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 (6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 当第３四半期連結会計期間末において、純資産の部の自己株式は1,223,021千円（前連結会計年度末比

620,266千円の増加）となっておりますが、その主な要因は以下の通りであります。 

 当社は、平成20年７月３日の取締役会決議により、取得する自己株式60,000株、取得価額の総額

210,000千円を上限として平成20年７月４日から同９月30日の期間において買付けることを決議し、同期

間において13,600株を36,343千円にて買付けを行いました。 

 また、平成20年８月15日の取締役会決議により、取得する自己株式300,000株、取得価額の総額

826,500千円を上限として平成20年８月18日に買付けることを決議し、同日において211,800株を583,509

千円にて買付けを行いました。 

 これらの結果及び単元未満株式の買取により、当第３四半期連結会計期間末において前連結会計年度

末から自己株式が225,554株、620,266千円増加しました。 
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「参考資料」 

前年同四半期にかかる財務諸表 

(１）（要約）四半期連結損益計算書  

      前年同四半期 

    自 平成19年４月１日 

    至 平成19年12月31日 科 目 

金 額（千円） 

Ⅰ 売上高 11,856,401

Ⅱ 売上原価 8,999,194

   売上総利益 2,857,207

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,883,583

   営業利益 973,624

Ⅳ 営業外収益 29,285

Ⅴ 営業外費用 9,776

   経常利益 993,133

Ⅵ 特別損失 1,946

   税金等調整前四半期純利益 991,186

   税金費用 407,426

   少数株主利益 350

   四半期純利益 583,409
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（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

    前年同四半期 

  自 平成19年４月１日 
  至 平成19年12月31日

区 分 金 額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 

 税金等調整前四半期純利益 991,186

 減価償却費 220,729

 賞与引当金の増減額 △116,930

 役員賞与引当金の増減額 △16,967

 退職給付引当金の増減額 8,717

 受取利息及び受取配当金 △7,081

 支払利息 1,302

 持分変動損失 1,210

 売上債権の増減額 1,156,097

 未払金の増減額 △260,316

 その他 △275,082

    小計 1,702,866

 利息及び配当金の受取額 6,059

 利息の支払額 △1,226

 法人税等の支払額 △879,898

    営業活動によるキャッシュ・フロー 827,801

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー 

 有形固定資産の取得による支出 △174,037

 有形固定資産の売却による収入 432

 無形固定資産の取得による支出 △110,907

 投資有価証券の取得による支出 △46,624

 短期貸付金の増加額 △20,000

 敷金保証金の差入れによる支出 △56,537

 敷金保証金の返還による収入 15,104

 その他 △29,146

    投資活動によるキャッシュ・フロー △421,717

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

 短期借入金の純増減額 △42,686

 少数株主への株式の発行による収入 20,000

 自己株式取得による支出 △377

 配当金の支払額 △216,476

    財務活動によるキャッシュ・フロー △239,540

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,146

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 165,397

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 2,548,905

Ⅶ 新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 32,675

Ⅷ 現金及び現金同等物の四半期末残高 2,746,978
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